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徐訏は光緒 34（1908）年 11 月 11 日、浙江省慈溪の伝統的な読書人の家に
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網羅的な徐訏の作品集である『徐訏文集』（上海三聯書店 2008 年）全 16 巻は、
第 1 巻から第 8 巻が小説、第 9 巻から第 12 巻が散文、第 13 巻から第 15 巻が

























主義に懐疑を抱き始めた。1937 年 1 月、『宇宙風』第 32 期・33 期に中編小説

















訏は張選倩と再々婚。香港では珠海書院（Chu Hai College of Higher Education）




1980 年 7 月にパリで開催された中国抗戦文学会議に出席。8 月に香港に戻
った後、律敦治肺病療養院に入院。10 月 5 日、肺癌のため逝去した。享年 72
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けて何度も拠点を替えている。1938 年 5 月には上海から広州へ、1939 年 5
月には香港へ移り、またほぼ同時期に桂林に支社を置いた。第 78 期から第
105 期は香港で組み版が行なわれ、桂林で印刷・発行がされている。1944 年










祥介訳、岩波文庫 1980 年）、郭沫若（Guo Moruo、1892-1978）『北伐途次』（1937
年刊。邦訳は『北伐の途上で他・郭沫若自伝４』小野忍・丸山昇訳、平凡社





1935 年 11 月 1 日出版 第 4 期 「住的問題〔住むという問題〕」 
1936 年 1 月 1 日出版 第 8 期 “The Art of Play Production〔演劇創作の芸
術〕” 
1936 年 11 月 16 日 第 29 期 「外国人与狗〔外国人と犬〕」 
1937 年 1 月 1 日出版 第 32 期 「鬼恋」 
1937 年 1 月 16 日出版 第 33 期 「鬼恋」 
1937 年 3 月 16 日出版 第 37 期 「印度的鼻葉与巴黎的小脚〔インドの小
鼻とパリの纏足〕」 



























1935 年 9 月 16 日に上海で宇宙風社により創刊された文学雑誌である。第 50
期までは半月刊（月に 2 回発行）、第 51 期から第 66 期までは旬刊（10 日ご
とに発行）として発行され、更に第 67 期からは再び半月刊に戻すという些か
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1937 年 6 月 16 日出版 第 43 期 「談中西文化〔中国と西洋の文化につい
て語る〕」 
1937 年 7 月 1 日出版 第 44 期 「談中西文化〔同前〕」 
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1 呉義勤著「前言」『漂泊的都市之魂――徐訏論』蘇州大学出版社 1993 年。 
2 李偉著『神秘的無名氏』上海書店出版社 1978 年。 




衛大学校紀要』第廿六輯、昭和 48 年 3 月）、勵儲「徐訏研究ノート――研究
の現状、作風及びその生涯」（『日本アジア言語文化研究』第 7 号、大阪教育
大学日本・アジア言語文化学会 2000 年 3 月）、夏嵐・森賀一恵・磯部祐子「徐
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尚、司馬長風は『鬼恋』を徐訏の出世作と見なしている。 
16 程帆「鬼恋与人恋――関於徐訏著『鬼恋』的題材与主題」『微波』第 1 巻、
1944 年 8 月。 
17 佳心「関於鬼恋」『文芸時代』第 1 巻第 3 期。刊行年月の記載はない。し
かし、創刊が 1946 年 6 月であるため、第 1 巻第 3 期の刊行は 1946 年 7 月で
あると考えられる。注 14 周・涂前掲書に拠る。 
18 老白「雪花膏下面的汚穢――再評徐訏的作品」『大公報』1948 年 2 月 3 日、
4 版。 
19 鍾廷明「学習態度及其他」『大公報』1948 年 12 月 7 日、7 版。 
20 注 11 司馬前掲書。 
21 中鉢雅量「異類婚説話の變容――中国戀愛文學史素描の試み」『日本中国
学会報』第 29 号 1977 年。 
22 瞿佑著、飯塚朗訳『剪燈新話』平凡社東洋文庫 1965 年を参照した。  
23 徐訏「書籍与我」『徐訏文集』第 9 巻・散文、上海三聯書店 2008 年。 
24 徐訏著鬼戀』夜窗書屋 1947 年。本稿における引用は全て本テキストに基
づき、拙訳を付す。 
25 上海および南京路に関しては劉建輝著『魔都上海』講談社 2000 年、丸山
昇著『上海物語――国際都市上海と日中文化人』講談社学術文庫 2004 年を参
照した。 
26 李欧梵著、毛尖訳『上海摩登―― 一種新都市文化在中国 1930-1945』北京
大学出版社 2001 年。原著は Leo Ou-fan Lee, Shanghai Modern: The Flowering of 
a New Urban Culture in China, 1930-1945, Harvard University Press（1999）。 
27 馮奇「人生尋夢――論徐訏三四十年代的小説創作」『中国現代文学研究叢





                                                                                                                                        
オーウェルの影響と徐訏の政治意識を論じている。夏論文は徐訏の戯曲を紹
介しており、一幕劇『租押頂売〔部屋の又貸し〕』の翻訳を付している。 
5 徐訏「胡適之先生」『徐訏文集』第 11 巻・散文、上海三聯書店 2008 年。 
6 徐訏「汪敬煕先生」、注 5 前掲書。 
7 発表媒体は不明。 
8 魯迅は 1934 年 8 月 13 日の曹聚仁宛の書信において、「陶・徐に至っては、
あれは林門の顔回・曾参であり、夫子に及ばざること甚だ遠し甚だ遠し」と















海文化出版社 2003 年、注 4 新開高明前掲論文。 
11 司馬長風著『中国新文学史』下巻、昭明出版社 1978 年。 











上巻、天津人民出版社 1988 年。 
15 蘇雪林がどこでそのように述べているかは不詳。注 11 司馬前掲書に拠る。
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